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視点移動 と ノ ッ トス ケ
ー

ル とい う知的操作の役割

共栄大学教 育学部 荒井 　豊

　科学の 要素的技法 とい うべ き視点移動 とい う知的操作 と ノ ッ トス ケ
ー

ル とい う知 的操作は、自然

の 事物 ・
現 象を観察す る上 で重要 な役 割を果 た して い る 。 空 間 に関す る諸概念 （左右 、方向、方位、

回転）の 下位的概念で ある。空間に 関す る諸概念は、白然の 事物 ・現象の 科学的知識概念 と切 り離

しがた い 場合が 多い 。本発表で は 、こ の 2 つ の 知的操作の 理 科における科学の 要素的技法構造の 位

置づ けに つ い て考察を した い 。また 、そ の 知 的操作 の 果たす役割 つ い て 天 体教材を例に して 述 べ た

い 。そ して 、視点移動 とノ ッ トス ケ
ール とい う知的操作の 習得を意図的計画 的に学習 させ る小 ・中

学校教育課程編成の 必要性に 言及 し た い。
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1 ．理科 にお ける要素的技法構造の 試案

　構造図は、情報収集 の 観察活動を最上位 と し、

知識 概念形成を最下位 に して い る 。 そ して 、 す

べ て の 理 科活動 に視点移動 と ノ ッ トス ケ
ー

ル と

い う知 的操 作が付 随 し て い る こ と示 めそ うと し

て い る （図 ／）。

　　　　Th嘸 嚇 ・f
‘’
P ・｛r・es ・ Skil総

”

APraeess 　Ski臨腮 afhimrchy 　str 賦ctUfe 　forScie皿 ee　Edllcetien

　 　   P瞞 SkUlofNOt ＃es 【e

　 A ：0 膿 rv乳虚o龍輔欄岬 踊虻（眼察基畢｝

真 正こSe  監thdor

　 伽
−・rflghtpaUth，鴎 酬

　 （Oi笊m 龜t…呱。叫【ethedlttSmce 　Wi ±h　tkteygetel
A2：0P   面 囗且d　fSCIe「

　 　 IengeNv・鑒・ituePtmzaett ）鵬 隅y・L’
  Utcutt…証6n3i 雛 勸 ¢噂

・
躙 r

即
ofe 賃野 勉  伽 μ δ

A3　t　h’aetorofknervtSdgL 曲 ttdy　hnllet
ansy ”・嘔psdiSt　POtkSfid 　thlnerel “pedaltaSiilPtel

伽 嘸 阯
…

陬 ．coπ醐 bi噂h皿o 【ensy 　teatorPtel

∬ 自c・m 醐 瓢〔比較）　　 c：Mttsurvmut （測定，

D ／匸如 翻 酬 i。旨〔周定＞　　 E ：o隅i  跏 〔分類｝

　 F ：K 嚠lrd ・Memony （罷 録 ・記 憶 ）

G ・1呶
畔

細 ・懈 釈 ）　 H ・P・・Mema 　cttscevay（賊 ，

1　：　E匡P曲 tiOn　（予 憩 ）　　　　　　　　」　@：　 o 卿口監io膾（操作

K：ReHSt ”（維笛）　　 　 　L：Slmple 《辮

） 団：皿odeL （モテ 滋 ） 　 　　 N：AbStrrictioi【ζ

匁 ）o；Hypothests （ 仮 頴）　　PtVtnrrcs ほ 2 随

検鉦｝ 【 Ar じ岡騨［ o
緇o“】 IADguirenetttothew 　imwl

ge　l 【　Aeq匱i閏me”に　of　”ef　
踊v　　】 【　 Aeq 隔匚i叩m  o「　…　　　　　

necP±　】巾・  P「Ocess　StU｝l　orthclacamo±1膰g

ewpetDt 図1 　科 学の 要素 的技

の構造 図（試 案） 2，天 文 教材（

球の 自転） の実 践 例 　 図 2 、3 中 の 透 明’卜球

は 、 全天 の
星
（星座） の 動

く 様 了 一が 描か れ

い る 。 こ れは 、地 上か ら 見え る 星 （ 星 座）

す べて等 距 離 として 扱
う

と い う仮想天 球（

想 ド ー ム）の考 えが前提とな っ てい る 。ま

、 地 球を 包 みこ むぐ
ら い の仮想 天球 をノッ

ス ケー ル の 知 的 操 作 で

小 し、 教 室 内 の目

前 で 眺 め る ことの

き る大 きさ に する考

方ができなけ れ ばな

ない 。 同時 に 、 　

上 で 眺 め て い た視 点

  る 宇 宙 の 果 て か ら

眺め る 視

へ と 頭 の 中 で変 換 す

こ とが要 求 される。

　こ の ように、自 然 の 事

物・ 現
象

の 知識 を習 得す

る 上で、 視点移 動と ノ ッ

ト ス ケー

と いう知的操 作 は

要 な役 割 を 果 たし

い る。 図 2 　 宇 宙か ら

眺
め

図

@ 地球
か
らの 眺 め 図 4 　視 点移動の 習 得 風 景 一 156 一


